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大連商談会・セミナー情報 

岡山県大連ビジネスサポートデスク 岡野涼子 

 

11 月から冬が到来する大連では、10 月に各種大型行事の開催が集中しています。ここで日本関連・日

本駐在者向けに開催された行事についてご報告致します。 

 

 

10月 20日 華鐘コンサルティング秋季セミナー開催 

 「新しい時代、新しい段階を迎える日系企業経営と労務問題」をテーマに開発区のカイロンホテルにて開

催されます。主催の華鐘コンサルティングは上海に本社を置く、中国専門の老舗日系コンサルティング会

社で、元カネボウ中国部門責任者であった古林（こばやし）恒雄氏が董事長・総経理を務めています。副

総経理の能瀬徹氏は元三井住友銀行中国部門責任者であり天津での駐在経験を持ち、現在は北京およ

び大連の両拠点を統括されています。両名とも岡山県出身です。同公司は原則として会員制ですが、春

（４月）と秋（１０月）に開催される本セミナーに関してはテーマに関わらず、公開型・無料・充実した資料の

配布が特徴で、毎回注目を集めています。 

 

 

10月２１日～10月 2２日  第 3回大連中日貿易投資展示商談会開催 

 中国国際商会、大連市政府主催の標記商談会に岡山県として二小間出展し、観光ＰＲを行いました。同

展示会には 34の都道府県の食品や工業製品、生活用品に関連するメーカーや商社など 283社（前回 260

社）が出展しており、展示面積は 14,000平米で来場者数は延べ 15,000人でした。岡山県の出展も 3回目

となりましたが、 毎回、桃太郎人形が人気を集めるほか、岡山に留学・就業経験のある地元の方が数多く

訪れました。  

 

 

10月 29日 法円坂法律事務所大連代表処 10周年記念セミナー開催 

中国東北部で最初に設立された日系弁護士事務所の法円坂法事務所大連代表処が、設立 10 周年を

記念し、市内のラマダホテルにて標記セミナーを開催しました。「ますます重要となる日本・中国の法律家

交流―日系企業・駐在員のトラブル防止のために―」をテーマに日中各 3 名の弁護士が大連首席代表で

ある中島宏治弁護士をコーディネーターとして労働契約、不動産賃貸借、企業再編・清算、交通事故、離

婚事件、刑事事件等の具体的事例をもとに、パネルディスカッションを行いました。同行事は同大連代表

処及び一般社団法人日中法務交流・協力日本機構が主催です。労務問題は、2008 年に施行された労働

契約法により、より関心の高いテーマを取り上げたほか、通常相談しにくいプライベートなトラブルなどの対

応事例が披露されました。こちらも公開型・無料のセミナーでした。 


